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「玄牝」には言葉にできないエネルギーを感じ
る。その力と、書が一つになるとき、自我を
超えた境地が訪れる

心静かに墨を刷る。やがて墨と一体化
し、静謐な時間が訪れる
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麻の油を燃やして煤をとる
ところから、伝統の墨づく
りが始まる。職人の掌で精
妙な成型の工程をしきる。

古梅園ではおよそ 300 年ぶ
りに麻墨が復興することと
なった。
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天然の状態でフラーレン構造を有すると
いう稀有な鉱物、シュンガイトを練りこ
んでいる。この石の高いエネルギーが墨
質を劇的に変えたのだろう

この「新醤」もまた、頑な手仕事
を守る蔵人たちの手によって生み
出される。

玄牝（桐箱・麻布と麻綿、解説入り）
108,000円（税込）


